
　モーセには、ある使
し

命
めい

があった。

神
かみ

はモーセに、イスラエル人
じん

がエジ

プトでしいたげられていると語
かた

り、

彼
かれ

らをエジプトから導
みちび

き出
だ

して約
やく

束
そく

の

地
ち

へ連
つ

れて行
い

くようにと命
めい

じられた

のだ。モーセはエジプトの圧
あっ

政
せい

に

ついては熟
じゅく

知
ち

していた。生
う

まれてまも

ないころ、彼
かれ

自
じ

身
しん

が、ヘブライ人
じん

の

家
か

族
ぞく

に生
う

まれた男
おとこ

の子
こ

はナイル川
がわ

へ

投
な

げ込
こ

めとのエジプト政
せい

府
ふ

による

法
ほう

令
れい

から、姉
あね

の機
き

転
てん

のおかげで救
すく

わ

れていたからだ。モーセは、自
じ

分
ぶん

の

指
し

導
どう

力
りょく

に不
ふ

安
あん

を感
かん

じながらも、目
もく

前
ぜん

の

大
おお

仕
し

事
ごと

を果
は

たすための知
ち

恵
え

と保
ほ

護
ご

と

塗
と

油
ゆ

を授
さず

けるという神の約束にしがみ

ついていた。

　この物
もの

語
がたり

は、モーセと、モーセの

聖
せい

書
しょ

の冒
ぼう

険
けん

物
もの

語
がたり

ドラマ化
か

された出
しゅつ

エジプト記
き

第
だい

5～12章
しょう

エジプトに下
くだ

った災
わざわ

い！

第
だい

５号
ごう

2021年
ねん

9月
がつ

1
とおか

0日

兄
あに

でありスポークスマンであるアロ

ンが、神
かみ

の命
めい

令
れい

によってイスラエル

人
じん

をエジプトから去
さ

らせるために

ファラオと対
たい

決
けつ

した時
とき

に始
はじ

まる。

　ファラオの宮
きゅう

廷
てい

で仕
つか

えている、

狡
こう

猾
かつ

で太
ふと

った高
こう

官
かん

リオビムは、１日
にち

の

仕
し

事
ごと

が終
お

わって馬
ば

車
しゃ

で帰
き

宅
たく

する途
と

中
ちゅう

、

ゴセンの地
ち

へ向
む

かってとぼとぼと

帰
かえ

って行
い

くヘブライ人
じん

奴
ど

隷
れい

の行
ぎょう

列
れつ

と

すれ違
ちが

った。

　「モーセは、お前
まえ

達
たち

の神
かみ

が、休
やす

みを

取
と

って神を礼
れい

拝
はい

しに行
い

くようお前
まえ

達
たち

に命
めい

じたと言
い

っているそうだな？　

それなら、藁
わら

なしで煉
れん

瓦
が

を作
つく

るのを

助
たす

けてもらうんだな！」と、リオ

ビムは叫
さけ

んだ。

　リオビムの広
こう

大
だい

な敷
しき

地
ち

は、ナイル川
がわ

の肥
ひ

沃
よく

な三
さん

角
かく

州
しゅう

にあるゴセンの地
ち

の

すぐ南
みなみ

にあった。リオビムが大
おお

通
どお

り

からそれて自
じ

分
ぶん

の屋
や

敷
しき

に向
む

かうころ、

疲
つか

れ切
き

ったヘブライ人
じん

達
たち

は、水
すい

路
ろ

に

かかった橋
はし

を渡
わた

って、ゴセンに入
はい

る

ところだった。

　父
ちち

と兄
きょう

弟
だい

達
たち

が家
いえ

に入
はい

ると、料
りょう

理
り

を

していたエミマは顔
かお

を上
あ

げた。

　彼
かれ

らの背
せ

中
なか

からは血
ち

が流
なが

れている。

思
おも

わず、エミマは叫
さけ

んだ。「ひどいわ！　

今
きょう

日もまた、ムチ打
う

たれたのね！」

　疲
つか

れた父
ちち

親
おや

が言
い

った。「ああ。

モーセがファラオに、神
かみ

は御
ご

自
じ

分
ぶん

の

民
たみ

を礼
れい

拝
はい

に行
い

かせよと命
めい

じておられ

ると告
つ

げたら、ファラオはそれを

拒
こば

み、労
ろう

役
えき

をさらにきびしくした

んだ。煉
れん

瓦
が

を作
つく

るための藁
わら

をくれ

ず、自
じ

分
ぶん

達
たち

で集
あつ

めて来
こ

いと言
い

うんだ

よ。それで、今
いま

まで通
どお

りの量
りょう

を作
つく

れ

ないと、ムチ打
う

ちにされるんだ。」

　「ああ、主
しゅ

よ、どうか私
わたし

達
たち

をお助
たす

け下
くだ

さい！」　彼
かれ

らの傷
きず

の手
て

当
あ

てを

しながら、エミマは祈
いの

った。

　モーセとアロンは落
らく

胆
たん

していた。

ヘブライ人
じん

を去
さ

らせるようにとファ

ラオを説
せっ

得
とく

できなかったばかりか、

自
じ

分
ぶん

達
たち

が救
すく

おうとしていた人
ひと

々
びと

に、

さらなる苦
く

役
えき

が課
か

されてしまった

からだ。



　モーセは神
かみ

の導
みちび

きを仰
あお

いだ。すると

神は、ファラオが彼
かれ

らに奇
き

跡
せき

をして

みよと言
い

う時
とき

、アロンがつえを地
じ

面
めん

に

投
な

げれば、つえはヘビに変
か

わるだろう

と言われた。果
は

たしてこのことは全
すべ

て、

神が言われた通
とお

りになった。

　ファラオの宮
きゅう

廷
てい

で、アロンのつえが

ヘビに変
か

わっても、ファラオは動
どう

じず、

すぐさま自
じ

分
ぶん

の宮
きゅう

廷
てい

魔
ま

術
じゅつ

師
し

らを呼
よ

び

入
い

れて、彼
かれ

らのつえをヘビに変えさ

せた。ところが、アロンのヘビは魔
ま

術
じゅつ

師
し

らのヘビを飲
の

み込
こ

んでしまった。

それでもファラオはヘブライ人
じん

の神
かみ

に

対
たい

して心
こころ

をかたくなにし、ヘブライ

人を去
さ

らせることを拒
こば

んだ。

　翌
よく

朝
あさ

、ファラオがナイル川
がわ

のほと

りに降
お

りて行
い

くと、神
かみ

に導
みちび

かれて、

モーセとアロンがファラオに会
あ

いに

来
き

た。

　モーセは声
こえ

を上
あ

げて言
い

った。「こ

れによって、神
かみ

が神であることを、

あなたは知
し

るでしょう。このつえで

ナイル川
がわ

の水
みず

を打
う

つと、それは血
ち

に

変
か

わるであろう。そして川
かわ

の魚
さかな

は

死
し

に、川は臭
くさ

くなり、あなたがたは

川の水を飲
の

むことをいとうであろう。

　アロンがつえで川
かわ

の水
みず

を打
う

つと、

ファラオの無
む

関
かん

心
しん

な嘲
ちょう

笑
しょう

はショックに

変
か

わった。緑
みどり

がかった茶
ちゃ

色
いろ

のナイル

川
がわ

の水が、深
しん

紅
く

に変
か

わったからだ！　

エジプト中
じゅう

の小
お

川
がわ

や水
すい

路
ろ

や池
いけ

や貯
ちょ

水
すい

池
ち

や、さらにはかめに入
はい

った水まで、

水という水は全
すべ

て、血
ち

に変
か

わった。

ナイル川は悪
あく

臭
しゅう

を放
はな

ち、飲
の

めなくなっ

てしまった。魚
さかな

も全
ぜん

滅
めつ

してしまった。

ところが、ファラオの宮
きゅう

廷
てい

魔
ま

術
じゅつ

師
し

らが

秘
ひ

術
じゅつ

をもって同
おな

じようなことをする

と、ファラオの心
こころ

は再
ふたた

びかたくなに

なった。

　７
なのか

日が過
す

ぎ、モーセとアロンは

再
ふたた

び、神
かみ

の「わが民
たみ

を去
さ

らせよ！」と

いうメッセージをファラオに伝
つた

えに

行
い

ったが、ファラオはそれを拒
こば

んだ。

そこでアロンがつえを小
お

川
がわ

や水
すい

路
ろ

や

池
いけ

の上
うえ

に差
さ

し伸
の

べると、カエルが

表
あらわ

れ、全
ぜん

土
ど

をおおった。ファラオの

宮
きゅう

廷
てい

さえもだ。

　リオビムは馬
ば

車
しゃ

で家
いえ

に帰
かえ

る途
と

中
ちゅう

、

自
じ

分
ぶん

の畑
はたけ

が、ゲロゲロ鳴
な

くカエルの

群
む

れで波
なみ

打
う

っている様
ようす

子を見
み

て、

ぞっとした。中
なか

庭
にわ

に群
むら

がるカエルの

間
あいだ

をかき分
わ

けて家
いえ

に入
はい

ると、台
だい

所
どころ

や

かまどの中
なか

や、寝
しん

室
しつ

やベッドの上
うえ

まで

もがカエルだらけなのを見て、さらに

おそろしくなった。リオビムの妻
つま

も

息
むす

子
こ

も、ゲロゲロ鳴く目
め

の飛
と

び出
で

た

生
い

き物
もの

が体
からだ

中
じゅう

に飛
と

びついてくるので、

恐
きょう

怖
ふ

で狂
きょう

乱
らん

状
じょう

態
たい

だった。

　そのころエミマは、兄
きょう

弟
だい

達
たち

やヘブ

ライ人
じん

の群
ぐん

衆
しゅう

と共
とも

に、水
すい

路
ろ

の土
ど

手
て

に

立
た

って、エジプトの地
ち

で起
お

こって

いるこの様
ようす

子を驚
きょう

嘆
たん

の目
め

でながめて

いた。リオビムの地
じ

所
しょ

はカエルで

埋
う

め尽
つ

くされていたが、ゴセンの

地には１
いっ

匹
ぴき

もいなかった。

　ファラオはとうとう、このカエルの

災
わざわ

いを止
と

めてほしいと、モーセに

嘆
たん

願
がん

した。モーセは承
しょう

知
ち

して言
い

った。

「仰
おお

せの通
とお

りになって、私
わたし

達
たち

の神
かみ

、

主
しゅ

に並
なら

ぶもののないことを、あなたが

知
し

られますように。」

　モーセが祈
いの

ると、今
いま

までやかましく

鳴
な

いていた何
なん

百
びゃく

万
まん

匹
びき

というカエルの

鳴き声
ごえ

がピタッと静
しず

まった。カエルが

全
すべ

て死
し

に絶
た

えたのだ。リオビムは家
け

来
らい

に命
めい

じて、カエルの死
し

骸
がい

を家
いえ

から

掃
は

き出
だ

させ、畑
はたけ

のカエルは熊
くま

手
で

で

かき集
あつ

めて山
やま

積
づ

みにさせた。それから

数
すう

日
じつ

間
かん

、エジプト中
じゅう

には死
し

んだカエ

ルの悪
あく

臭
しゅう

が充
じゅう

満
まん

していた！

　エジプトはカエルの災
わざわ

いからは

解
かい

放
ほう

されたが、残
ざん

念
ねん

なことに、ファラ

オはまたもや心
こころ

をかたくなにした。

そこで神
かみ

はモーセに命
めい

じて、アロン

に、つえで地
ち

のほこりを打
う

たせる

ようにと言
い

われた。アロンが地を

打つと、ほこりがブヨとなって、エジ

プト中
じゅう

の人
ひと

と家
か

畜
ちく

の体
からだ

中
じゅう

についた。

ファラオは魔
ま

術
じゅつ

師
し

らにも同
おな

じことを

するよう命じたが、できなかった。

」



　神
かみ

の権
けん

威
い

をもって、モーセは再
ふたた

び

ファラオの元
もと

へ来
き

て命
めい

じた。「私
わたし

の

民
たみ

を去
さ

らせよ。そうしないと、神は

ハエの大
たい

群
ぐん

を送
おく

り込
こ

んで、あなたが

たを苦
くる

しめるであろう。」

　それでもファラオは耳
みみ

を貸
か

さなか

った。そこで主
しゅ

は、ハエの大
たい

群
ぐん

を

ファラオの宮
きゅう

廷
てい

と家
か

臣
しん

達
たち

の家
いえ

に送
おく

り

込
こ

まれた。また、エジプト全
ぜん

土
ど

が

ハエで汚
お

染
せん

された。リオビムは、

自
じ

分
ぶん

の体
からだ

中
じゅう

をはいずり回
まわ

るハエを

追
お

い払
はら

おうと、気
き

も狂
くる

わんばかりだ

った。それなのに、ゴセンの地
ち

には

ハエ１
いっ

匹
ぴき

も飛
と

んでいないことに気
き

付
づ

くと、あっけにとられた。

　ファラオはモーセに叫
さけ

んで言
い

った。

「もう、行
い

ってよろしい！　そして、

このぞっとするハエも連
つ

れて行け！」

　ところが、モーセが神
かみ

に祈
いの

って

エジプト中
じゅう

からハエを取
と

り去
さ

って

いただいたとたん、ファラオは

約
やく

束
そく

を翻
ひるがえ

した。

　モーセは再
ふたた

び、神
かみ

からのメッセージ

を携
たずさ

えてファラオの前
まえ

に現
あらわ

れた。

「ヘブライ人
じん

を去
さ

らせないなら、神
かみ

は

あなたがたの家
か

畜
ちく

に激
はげ

しい疫
えき

病
びょう

を下
くだ

す。そしてエジプト中
じゅう

の家畜は皆
みな

、

死
し

ぬであろう。だが、イスラエルの

人
ひと

々
びと

の家畜が死
し

ぬことはない。」

　その後
ご

、神
かみ

はエジプト中
じゅう

の馬
うま

、ろば、

らくだ、牛
うし

、羊
ひつじ

に疫
えき

病
びょう

を送
おく

られた。

リオビムは、自
じ

分
ぶん

の が死
し

んで

いくのを目
もく

撃
げき

したが、近
ちか

くのゴセン

では、家畜が牧
ぼく

草
そう

地
ち

で満
まん

足
ぞく

げに草
くさ

を

食
た

べており、１
いっ

頭
とう

も死
し

ぬものはいな

かった。

　リオビムがファラオの宮
きゅう

廷
てい

にいる

と、また災
わざわ

いが降
ふ

りかかってきた。

モーセがかまどのすすを両
りょう

手
て

いっぱい

に取
と

り、ファラオの目
め

の前
まえ

で空
くう

中
ちゅう

に

向
む

かってまき散
ち

らすと、それが細
こま

かい

ほこりとなって、エジプト中
じゅう

に広
ひろ

が

った。すると、人
ひと

々
びと

にも動
どう

物
ぶつ

にも、

膿
うみ

の出
で

る腫
は

れ物
もの

ができた。リオビム

は、頭
あたま

のてっぺんからつま先
さき

まで

できた腫れ物の痛
いた

みのせいで、叫
さけ

び

声
ごえ

を上
あ

げた。

　ファラオ自
じ

身
しん

と魔
ま

術
じゅつ

師
し

らも全
ぜん

身
しん

腫
は

れ物
もの

だらけになったが、それでもフ

ァラオは屈
くっ

服
ぷく

しなかった。とうとう

モーセは宮
きゅう

廷
てい

に駆
か

け込
こ

んで、こう告
つ

げた。「神
かみ

はこう言
い

われる。『わた

しがもし、手
て

を差
さ

し伸
の

べ、疫
えき

病
びょう

をも

って、あなたと、あなたの民
たみ

を打
う

って

いたならば、あなたは地
ち

から断
た

ち滅
ほろ

ぼされていたであろう。明
あ

日
す

、わた

しは恐
おそ

ろしく大
おお

きな雹
ひょう

を降
ふ

らせるで

あろう。それはエジプトの国
くに

が始
はじ

ま

った日
ひ

から今
いま

まで、かつてなかった

ほどのものである。それによって、

あなたはわたしが真
しん

の神であること

を知
し

るだろう。

　あなたの をすべて、安
あん

全
ぜん

な

場
ば

所
しょ

に避
ひ

難
なん

させなさい。人
ひと

も家畜も、

野
の

にいるものはすべて、雹
ひょう

に打
う

たれて

死
し

ぬであろう。』」

　ファラオと家
か

臣
しん

達
たち

には、この警
けい

告
こく

に

従
したが

うために丸
まる

１
いち

日
にち

があった。神
かみ

の

言
こと

葉
ば

を恐
おそ

れる少
しょう

数
すう

の家臣達は、自
じ

分
ぶん

達
たち

の奴
ど

隷
れい

や を安
あん

全
ぜん

な場
ば

所
しょ

に避
ひ

難
なん

させた。しかし、ファラオや大
だい

部
ぶ

分
ぶん

の

家臣達と同
どう

様
よう

、リオビムは、モーセの

言
こと

葉
ば

を無
む

視
し

した。

　翌
よく

日
じつ

になると、モーセは空
そら

に向
む

か

ってつえを差
さ

し伸
の

べた。すると、空
そら

いっぱいに雲
くも

が広
ひろ

がって暗
くら

くなり、

雷
かみなり

が鳴
な

り始
はじ

めた。稲
いな

妻
ずま

が後
あと

から後へ

と光
ひか

り、ものすごい轟
ごう

音
おん

と共
とも

に雹
ひょう

が

降
ふ

ってきた。エジプトの全
ぜん

地
ち

で雹が

降り、稲
いな

光
びかり

が走
はし

り、炎
ほのお

が駆
か

け巡
めぐ

った。

嵐
あらし

はいつまでも続
つづ

いた。ファラオは

ついに、ヘブライ人
じん

を去
さ

らせると

約
やく

束
そく

した。それでモーセが祈
いの

ると、

嵐はたちまち止
や

んだ。

　嵐
あらし

が止
や

むと、リオビムは、雹
ひょう

が解
と

け

てぬかるみとなった道
みち

をとぼとぼと

家
いえ

に帰
かえ

った。そこら中
じゅう

どこを見
み

渡
わた

し

ても、畑
はたけ

の作
さく

物
もつ

は完
かん

全
ぜん

に地
ち

に打
う

ち

付
つ

けられ、かろうじて残
のこ

っている木
き

々
ぎ

もすべて、葉
は

や枝
えだ

が落
お

とされていた。

家に着
つ

くと、雹に直
ちょく

撃
げき

されて死
し

んだ

奴
ど

隷
れい

や の死
し

体
たい

だらけだった！

　嵐
あらし

が過
す

ぎ去
さ

ると、エミマやヘブライ

人
じん

達
たち

はみんな、自
じ

分
ぶん

達
たち

の土
と

地
ち

がどう

なったか見
み

るために家
いえ

から出
で

て来
き

た

が、ゴセンの地
ち

では、畑
はたけ

も木
き

々
ぎ

も、

全
まった

く被
ひ

害
がい

を受
う

けていなかったので、

みんなは驚
おどろ

き喜
よろこ

んだ。災
さい

害
がい

に見
み

舞
ま

われ

たのは、水
すい

路
ろ

の向
む

こう側
がわ

のエジプトの

地
ち

だけだったのだ。



　さて、嵐
あらし

は止
や

んだものの、ファラオ

はまたもや約
やく

束
そく

を守
まも

らなかった。

モーセは重
かさ

ねて、ヘブライ人
じん

を去
さ

ら

せるようにとファラオに警
けい

告
こく

したが、

この時
とき

もファラオは拒
こば

んだ。すると、

リオビムも他
ほか

の家
け

臣
らい

達
たち

も、ファラオに

嘆
たん

願
がん

して言
い

った。「彼
かれ

らを行
い

かせて

下
くだ

さい！　このままだと、エジプトが

滅
ほろ

んでしまうのが分
わ

からないのです

か？」

　ファラオが拒
きょ

否
ひ

すると、神
かみ

は東
ひがし

風
かぜ

を

送
おく

られ、一
ひと

晩
ばん

中
じゅう

風
かぜ

が吹
ふ

いた。そして

夜
よる

が明
あ

けると、かつてなかったほどの、

ものすごい数
かず

のイナゴが飛
と

んで来
き

た。

水
すい

路
ろ

の土
ど

手
て

の縁
ふち

から、エミマは、無
む

数
すう

の

イナゴの群
む

れが黒
くろ

雲
くも

のようになって、

リオビムの畑
はたけ

を埋
う

め尽
つ

くし、雹
ひょう

から

逃
のが

れた作
さく

物
もつ

をすべて食
く

い尽
つ

くす様
ようす

子を

見
み

ていた。イナゴが通
とお

り過
す

ぎた後
あと

に

は、エジプト中
じゅう

の木
き

にも植
しょく

物
ぶつ

にも、

緑
みどり

色
いろ

のものは何
なに

も残
のこ

っていなかった。

　それにもかかわらず、まるで目
め

に

見
み

えない壁
かべ

でさえぎられているかの

ように、ゴセンに飛
と

んで来
く

るイナゴは

１
いっ

匹
ぴき

もいなかった。その様
ようす

子を立
た

って

ながめていたエミマもエミマの兄
きょう

弟
だい

達
たち

も他
ほか

のヘブライ人
じん

達
たち

も、神
かみ

の大
おお

いな

る力
ちから

に畏
い

敬
けい

の念
ねん

を抱
いだ

き、ひざまずいて

神を拝
はい

した。

　イナゴが過
す

ぎ去
さ

ると、ファラオは

またもや心
こころ

をかたくなにしたので、

更
さら

なる災
わざわ

いが降
ふ

りかかってきた。

　家
か

族
ぞく

と共
とも

に外
そと

に出
で

たエミマは、

今
いま

まで見
み

たこともない黒
くろ

い霧
きり

の壁
かべ

が、

ゴセンとエジプトを隔
へだ

てている橋
はし

の

上
うえ

の方
ほう

で渦
うず

巻
ま

いているのを見た。こ

の闇
やみ

はエジプト中
じゅう

に広
ひろ

がり、だれも

家
いえ

を出
で

られなくなった。それで、エジ

プトの全
ぜん

地
ち

で３
みっか

日間
かん

、すべての活
かつ

動
どう

が止
と

まった。リオビムは、屋
や

敷
しき

の中
なか

で

つまずきながら、ランプの明
あ

かりで

さえ、闇の中
なか

ではつかないことを悟
さと

っ

た。

　それにもかかわらず、ゴセンの地
ち

では、いつもと全
まった

く変
か

わらず、太
たい

陽
よう

が

照
て

り輝
かがや

いていた。

　その後
ご

、神
かみ

はファラオとエジプトに

最
さい

後
ご

の災
わざわ

いを下
くだ

した。モーセはイスラ

エルの長
ちょう

老
ろう

達
たち

を呼
よ

び集
あつ

めて言
い

った。

「あなた方
がた

自
じ

身
しん

のために子
こ

羊
ひつじ

を選
えら

び、

過
すぎ

越
こし

のためにほふりなさい。そして、

その血
ち

を家
いえ

の入
いり

口
ぐち

の両
りょう

側
がわ

の柱
はしら

と鴨
かも

居
い

に塗
ぬ

りなさい。朝
あさ

になるまで、家を

出
で

てはいけない。神
かみ

がエジプト人
じん

を

打
う

つために通
とお

り過
す

ぎるからである。

家の入
いり

口
ぐち

の柱と鴨居に塗られた血を

見
み

るなら過
す

ぎ越
こ

し、滅
ほろ

ぼす者
もの

があなた

方
がた

の家に入
はい

らないようにされる。」

　モーセが指
し

示
じ

したように、ヘブラ

イ人
じん

達
たち

は過
すぎ

越
こし

の食
しょく

事
じ

をし、神
かみ

の保
ほ

護
ご

に

対
たい

する信
しん

仰
こう

の証
あかし

として、家
いえ

の入
いり

口
ぐち

に

子
こ

羊
ひつじ

の血
ち

を塗
ぬ

った。神が入口に血が

塗られた家の前
まえ

に来
き

たときはそれを

通
とお

り過
す

ぎ、血が塗られていない家で

は、最
さい

初
しょ

に生
う

まれた子
こ

が死
し

んだ。

　真
ま

夜
よ

中
なか

に、神
かみ

はエジプト中
じゅう

の最
さい

初
しょ

に

生
う

まれた子
こ

をすべて打
う

たれた。その中
なか

には、ファラオの長
ちょう

男
なん

も、ファラオの

牢
ろう

獄
ごく

にいる囚
しゅう

人
じん

の長
ちょう

子
し

もいた。ゴセ

ンの地
ち

では、エジプト中
じゅう

で何
なん

百
びゃく

万
まん

人
にん

ものエジプト人
じん

達
たち

が嘆
なげ

く声
こえ

が聞
き

こえて

きた。死
し

人
にん

のない家
いえ

はなかったから

である。

　しかし、イスラエルの人
ひと

々
びと

の間
あいだ

では

すべてが静
しず

かだった。犬
いぬ

１
いっ

匹
ぴき

さえ、

ほえることはなかった。エジプト人
じん

達
たち

は嘆
なげ

きながら、神
かみ

の力
ちから

を大
おお

いに

恐
おそ

れ、ヘブライ人
じん

達
たち

に出
で

て行
い

って

くれるように懇
こん

願
がん

した。

　ファラオは、モーセとアロンを呼
よ

び

出
だ

して言
い

った。「出
で

て行
い

きなさい！

そして、あなたがたの神
かみ

に仕
つか

えなさ

い。あなたが求
もと

めたように、あなたが

たの人
ひと

々
びと

も家
か

畜
ちく

も連
つ

れて、さっさと

出て行きなさい！」

　その夜
よる

、イスラエルの人
ひと

々
びと

はエジ

プトを去
さ

り、約
やく

束
そく

の地
ち

への旅
たび

は始
はじ

ま

った。神
かみ

の壮
そう

大
だい

な力
ちから

が、ヘブライ人
じん

達
たち

を自
じ

由
ゆう

にしたのだった。
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このすごい聖
せい

書
しょ

の登
とう

場
じょう

人
じん

物
ぶつ

について、もっと読
よ

んでみよう。

「聖書の偉
い

人
じん

：モーセ」を見
み

てね。

、
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